
環境部における随意契約の実績　　（令和６年度４／四半期分）
単位：円

No. 担当課 契約の名称 契約日 契約金額 契約の相手方の名称 契約の相手方の住所
地方自治法

施行令（根拠）
契約の相手方の選定理由 その他

1
環境保全
課

令和６年度有
機フッ素化合物
残留実態調査
追加調査業務

令和７年
1月29日

4,180,000

有機フッ素化合物残留実
態調査業務沖縄県環境
科学センター・建設技術
研究所共同企業体
①一般社団法人　沖縄県
環境科学センター
②株式会社　建設技術研
究所　沖縄支社

①沖縄県浦添市字経塚７
２０番地
②沖縄県那覇市泊２丁目
１番１８号

第167条の２
第１項第８号

「令和６年度有機フッ素化合物残留実態調査追
加調査業務」に係る一般競争入札を行った結
果、３者からの応札があったものの、３度の入
札において落札がなく入札不落となった。よっ
て、３度目の入札時に辞退していた２者を除い
て、残った１者と予定価格の範囲内で地方自治
法施行令第167条の２第１項８号の規定による
随意契約とした。

2
環境保全
課

令和６年度航
空機騒音自動
測定装置（上大
謝名局）機器更
新委託業務

令和７年
２月17日

2,259,400
日本音響エンジニアリン
グ（株）

東京都墨田区緑１-21-10
第167条の２
第１項第２号

　更新対象である航空機騒音自動測定装置
は、日本音響エンジニアリング（株）が保守管理
を行っている沖縄県航空機騒音自動測定監視
システムの構成機器であり、機器更新に当たっ
ては、測定機器が正常に稼働し正確なデータを
取得することを確認する必要があることから、
唯一の製造販売保守管理業者である同社に業
務を委託する必要がある。

特命随意
契約

3
自然保護
課

令和６年度第
二次生物多様
性おきなわ戦
略策定事業

令和７年
２月25日

1,859,000

令和６年度第二次生物多
様性おきなわ戦略策定事
業イーエーシー・日本工
営共同企業体
➀（株）イーエーシー
②日本工営（株）沖縄支
店

沖縄県浦添市屋富祖三
丁目34番17号
②沖縄県那覇市壺川三
丁目５番地１

第167条の２
第１項第２号

令和４年度に公募型プロポーザル方式により、
あらかじめ令和４年度から令和５年度までの２
年間の契約に係る企画提案書等の書類を徴し
て評価し、事業者を選定した。
令和６年度事業においては、パブリックコメント
の実施にあたり、令和５年度に行った検討委員
会等の意見を踏まえ、第二次戦略（素案）を修
正等を予定していたことから、これまで検討委
員会の運営を行い、令和５年度に実施したデー
タ分析等の内容を把握し、第二次戦略（素案）
を作成した同事業者が継続して行うことが最も
効率的、かつ円滑に業務が遂行できると判断さ
れることから、特命随意契約を締結した。

特命随意
契約



環境部における随意契約の実績　　（令和６年度４／四半期分）
単位：円

No. 担当課 契約の名称 契約日 契約金額 契約の相手方の名称 契約の相手方の住所
地方自治法

施行令（根拠）
契約の相手方の選定理由 その他

4
動物愛護
管理セン
ター

犬猫収容等及
び庁舎管理等
の業務委託

令和7年
3月31日

161,475,000 （有）ミヤギ産業
沖縄県豊見城市嘉数
199-3

第167条の２
第１項第２号

　業務内容が高度な専門性、特殊性および多
様性（犬捕獲、犬猫の引取り、負傷動物の収
容、管理棟における収容動物の管理および処
分ならびに特殊機械設備の点検管理、庁舎内
外の清掃消毒及び乙種４類危険物の取扱いな
ど）を有しているため、プロポーザル方式により
公募を行ったところ左記業者１社のみの応募で
あった。参加要件を満たし、契約目的に適して
いることから契約の相手方として選定した。

長期継続
契約

5
動物愛護
管理セン
ター

譲渡推進棟の
飼養管理およ
び維持管理等
に関する業務
委託

令和7年
3月31日

18,612,000 一般社団法人Cloud９ 北谷町字桑江350番地21
第167条の２
第１項第２号

　業務内容が特殊性（譲渡対象犬猫及び傷病
鳥獣等の飼養管理、譲渡推進棟内外の清掃消
毒及び維持管理）を有しているため、プロポー
ザル方式により公募を行ったところ左記業者１
社のみの応募であった。参加要件を満たし、契
約目的に適していることから契約の相手方とし
て選定した。

長期継続
契約


